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ま え が き 

 

 東京電力福島第一原子力発電所の事故により放出された放射性物質の影響により、福島県の農

林水産業は甚大な被害を受けている。福島県相馬市松川浦（以下、松川浦）においては、アサリ

やヒトエグサ等の養殖業が行われてきたが、休業を余儀なくされている。 

 松川浦の環境や生息する生物は、事故直後に大気中に放出された放射性物質のフォールアウト

に伴う一次汚染とともに、降雨等による山間部や河川等を通じた放射性物質の移動による二次汚

染が懸念される。また、汽水環境下での生物中の放射性物質の動態についても知見は少ない。 

 そこで本研究では、福島県水産試験場が松川浦で行った調査で得た生物試料の放射性物質濃度

の測定結果を整理し、その汚染の程度や傾向を把握することを目的とした。松川浦における漁業

生産や水環境利用再開の一助としたい。 

 

材料および方法 

 

 福島県水産試験場相馬支場（以下、相馬支場）が 2012 年 3月～2015年 11月に松川浦で行った

各種の生物調査で得た水生生物を測定に供した。水生生物の採集は、魚類や甲殻類、貝類等の対

象種に応じて、ビームトロール網、かご、どう、あさり鋤簾、徒手で行った。 

 採集した水生生物は種査定、体サイズ等の測定後、表面を水道水で洗浄して試料とした。アサ

リ等の二枚貝は、内部に残留する海底土を考慮し、短時間の畜養により砂抜き処理を行ったもの

と未処理のものとが含まれる。試料は、生鮮または凍結保存を解凍後、採集日時、場所を同じく

する同種の複数個体を U-8 容器に充填して 1 検体とした。1 個体で十分な内容量を得られる種や

個体については、1 個体で 1 検体とした。また、試料の体内に含まれる対象核種をなるべく検出

できるように、貝類は貝殻を除く軟体部、魚類のうちマアナゴは筋肉部のように種や個体サイズ

等を考慮して、適宜、採取部位を調整した。前処理を行った検体をゲルマニウム半導体検出器に

より 137
Cs 濃度を測定した。測定時間は、2,000～100,000 秒とした。この場合の検出限界濃度は、

概ね 11～1.0Bq/kgで、本報告では放射性物質濃度について対象核種を検出した場合はその測定値、

検出限界未満のものは N.D とした。平均値を求める等の数値処理は、便宜上、対象核種を検出し

た場合はその測定値、N.D は検出限界濃度の 1/2を濃度の値として取り扱った。 

 

*現所属 福島大学環境放射能研究所 
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結 果 

 

水生生物の放射性セシウム濃度 

 2012年 3月～2015年 11月に採集した 41種類、290検体について、放射性セシウム濃度を測定

した。このうち魚類は 17科 23属 24種で測定を行い、20種から放射性セシウムが検出された（表

1）。137
Cs濃度の最大値は、ウグイから 16.5Bq/kgが検出された。甲殻類は 7種類について測定を

行い、5 種から放射性セシウムが検出された。137
Cs 濃度の最大値は、ヤドカリ類から 23.0Bq/kg

が検出された。貝類は 8科 9 種で測定を行い、5種から放射性セシウムが検出された。137
Cs濃度

の最大値は、アサリから 39.7Bq/kg が検出された。その他の水生生物はマナマコ 1 種について測

定を行ったが、放射性セシウムは検出されなかった。 

 

 

  

表１ 松川浦の水生生物の種類別放射性セシウム濃度 

2012 2013 2014 2015 最大値 最小値

ｱﾅｺﾞ科 ｸﾛｱﾅｺﾞ属 ﾏｱﾅｺﾞ 84 ○ ○ ○ ○ 11.8 1.08 筋肉 B

ｺｲ科 ｳｸﾞｲ属 ｳｸﾞｲ 2 ○ 16.5 6.86 全体 C

ｼﾗｳｵ科 ｼﾗｳｵ属 ｲｼｶﾜｼﾗｳｵ 1 ○ 2.97 - 全体 B

ｻｹ科 ｻｹ属 ｻｹ 1 ○ - N.D　<1.42 全体・幼魚 C

ﾁｺﾞﾀﾞﾗ科 ﾁｺﾞﾀﾞﾗ属 ｴｿﾞｲｿｱｲﾅﾒ 2 ○ 4.17 3.41 全体 B

ﾒﾊﾞﾙ科 ﾒﾊﾞﾙ属 ｼﾛﾒﾊﾞﾙ 3 ○ ○ 7.54 N.D　<2.94 全体・幼魚 A

ﾀｹﾉｺﾒﾊﾞﾙ 1 ○ 6.88 - 全体 B

ｺﾁ科 ｺﾁ属 ﾏｺﾞﾁ 1 ○ 5.31 - 全体 B

ｱｼﾞ科 ｱｼﾞ属 ﾏｱｼﾞ 3 ○ 6.70 3.73 全体 B

ﾀｲ科 ｸﾛﾀﾞｲ属 ｸﾛﾀﾞｲ 1 ○ - N.D　<2.57 全体 B

ﾋﾒｼﾞ科 ﾋﾒｼﾞ属 ﾋﾒｼﾞ 2 ○ 4.47 2.59 全体 B

ｳﾐﾀﾅｺﾞ科 ｳﾐﾀﾅｺﾞ属 ｳﾐﾀﾅｺﾞ 1 ○ - N.D　<4.40 全体 B

ｱｲﾅﾒ科 ｱｲﾅﾒ属 ｱｲﾅﾒ 8 ○ ○ 10.4 1.47 全体 B

ｶｼﾞｶ科 ｱﾅﾊｾﾞ属 ｱｻﾋｱﾅﾊｾﾞ 2 ○ 3.26 N.D　<2.84 全体 A

ﾆｼｷｷﾞﾝﾎﾟﾞ科 ﾆｼｷｷﾞﾝﾎﾟ属 ﾀｹｷﾞﾝﾎﾟ 2 ○ ○ 2.12 N.D　<2.40 全体 A

ﾊｾﾞ科 ﾏﾊｾﾞ属 ﾏﾊｾﾞ 30 ○ ○ ○ ○ 9.58 2.49 全体または内臓除去 A

ﾁﾁﾌﾞ属 ｱｶｵﾋﾞｼﾏﾊｾﾞ 1 ○ - N.D　<6.37 全体 A

ｷﾗﾗﾊｾﾞ属 ｽｼﾞﾊｾﾞ 3 ○ 4.94 4.65 全体 A

ﾋﾒﾊｾﾞ属 ﾋﾒﾊｾﾞ 1 ○ 1.99 - 全体 A

ｶﾚｲ科 ﾇﾏｶﾞﾚｲ属 ﾇﾏｶﾞﾚｲ 1 ○ 7.50 - 筋肉 B

ﾏﾂｶﾜ属 ﾎｼｶﾞﾚｲ 1 ○ 8.61 - 筋肉 B

ｲｼｶﾞﾚｲ属 ｲｼｶﾞﾚｲ 2 ○ 3.98 4.40 全体・幼魚 A

ﾂﾉｶﾞﾚｲ属 ﾏｺｶﾞﾚｲ 2 ○ 3.44 3.37 全体・幼魚 A

ﾌｸﾞ科 ﾄﾗﾌｸﾞ属 ｸｻﾌｸﾞ 1 ○ 7.87 - 全体 B

ｸﾘｶﾞﾆ科 ｸﾘｶﾞﾆ属 ﾄｹﾞｸﾘｶﾞﾆ 3 ○ ○ 4.33 1.90 全体

ｶﾞｻﾞﾐ亜科 ｶﾞｻﾞﾐ属 ｶﾞｻﾞﾐ 5 ○ ○ - N.D　<1.42 全体

ｲｼｶﾞﾆ属 ｲｼｶﾞﾆ 11 ○ ○ 3.88 N.D　<1.83 全体

ﾓｸｽﾞｶﾞﾆ亜科 ｲｿｶﾞﾆ属 ｹﾌｻｲｿｶﾞﾆ 9 ○ ○ ○ 13.7 2.30 全体

ｼｬｺ科 ｼｬｺ属 ｼｬｺ 1 ○ - N.D　<3.92 全体

ｱﾐ類 2 ○ 3.66 N.D　<3.29 全体

ﾔﾄﾞｶﾘ類 6 ○ 23.0 5.06 貝殻を除く全体

二枚貝綱 ｲｶﾞｲ科 ﾑﾗｻｷｲｶﾞｲ 2 ○ ○ 23.8 2.21 軟体部

ﾏﾙｽﾀﾞﾚｶﾞｲ科 ｱｻﾘ 75 ○ ○ ○ ○ 39.7 N.D　<1.07 軟体部

ｵｷｼｼﾞﾐ 2 ○ ○ 9.51 3.01 軟体部

ﾏﾃｶﾞｲ科 ﾏﾃｶﾞｲ 1 ○ - N.D　<6.76 軟体部

ｵｵﾉｶﾞｲ科 ｵｵﾉｶﾞｲ 1 ○ - N.D　<1.47 軟体部

ｲﾀﾎﾞｶﾞｷ科 ﾏｶﾞｷ 2 ○ ○ 4.81 N.D　<11.6 軟体部

腹足綱 ﾀﾏｶﾞｲ科 ｻｷｸﾞﾛﾀﾏﾂﾒﾀ 4 ○ ○ 5.87 N.D　<0.923 軟体部

ｴｿﾞﾊﾞｲ科 ﾋﾒｴｿﾞﾎﾞﾗ 3 ○ - N.D　<2.30 軟体部

ｱｯｷｶﾞｲ科 ｱｶﾆｼ 1 ○ - N.D　<1.73 軟体部

その他 ナマコ綱 ｼｶｸﾅﾏｺ科 ﾏﾅﾏｺ 6 ○ ○ ○ - N.D　<1.38 内臓除去

*魚類の備考欄　試料の体サイズ等から推測される主な生息域により区分　A…松川浦内が主な生息域　B…外海と松川浦を往来　C…河川から来遊

甲殻類

貝　類

魚　類

分　類 種　名　等 検体数
検体採集時期 137Cs　（Bq/kg） 備　考

（検体採取部位ほか）
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採集時期と放射性セシウム濃度の関係 

 放射性セシウム濃度の経時的な変化を種類毎に図 1-1～1-2に示す。魚類、甲殻類、貝類で最大

値を検出した検体は、いずれも調査の始期である 2012年に採集したものであった。 

 魚類のうち継続的にまとまった検体数を得たマアナゴをみると、137
Cs濃度は調査の始期である

2012 年から 2 ヶ年で概ね半分の濃度となり、低下傾向は明瞭であった。一方、マハゼの 137
Cs 濃

度については、調査の始期から直近の 2015年まで 137
Cs濃度 2.49～9.58Bq/kg の範囲で、全ての検

体から放射性セシウムが検出された。 

  

図１－１ 種類別放射性セシウム濃度の経時変化（魚類） 
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 甲殻類についてカニ類 4種をみると、ケフサイソガニ、イシガニ、トゲクリガニは 2012～2013

年の概ね全ての検体で放射性セシウムが検出されたが、同時期に採集したガザミについては全て

不検出であった。 

 貝類のうち継続的にまとまった検体数を得たアサリをみると、137
Cs 濃度は調査の始期である

2012年に最大値を検出して以降、低下傾向がみられた。直近の 2014～2015年に得られた全 43検

体のうち N.D（<1.07～1.87Bq/kg）は 30検体で、137
Cs濃度の最大値は 5.45Bq/kg であった。 

 

 

分類群間の放射性セシウム濃度の比較 

 2012～2015 年に得られた検体を魚類、甲殻類、貝類の分類により 137
Cs 濃度の範囲を比較した

（図 2）。魚類は主な生息域について移動性を考慮して、外海と松川浦を往来するマアナゴ等の 13

魚種と松川浦内で周年活動するハゼ科魚類を主とする 9魚種とで区別した（表 1備考欄）。また、

貝類は食性を考慮して、アサリを主とする二枚貝綱とサキグロタマツメタ等の肉食性の腹足綱で

分類した。 

図１－２ 種類別放射性セシウム濃度の経時変化（甲殻類・貝類・その他） 
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各分類における検体の 137
Cs 濃度の範囲

を中央値前後 25%で比較すると、魚類（松

川浦～外海）は 2.23～5.56Bq/kg、魚類（松

川浦内）は 3.12～4.91Bq/kg、甲殻類（カニ

類）は 1.39～4.85 Bq/kgで、3群は概ね重複

する。貝類（二枚貝綱）は 0.71～3.43Bq/kg、

貝類（腹足綱）は 0.72～1.21Bq/kg で、魚類

等の前 3群と比較して低い値で、最大値が

大きく外れることが特徴的であった。 

 

 

 

 

 

放射性セシウム濃度の経時的変化 

継続的にまとまった検体数を得た、魚類（外海～松川浦内）、魚類（松川浦内）、甲殻類（カニ

類）、貝類（二枚貝綱）の 4 分類群について、図 3 に 137
Cs 濃度の範囲の経時的な変化を示した。

4群はいずれも調査の始期である 2012年から 137
Cs濃度が低下した。魚類（外海～松川浦）、貝類

（二枚貝綱）は、直近まで低下傾向であったが、魚類（松川浦内）は 2013年と 2014～2015年で

横ばいとなっていた。 

 

考 察 

 

 東京電力福島第一原子力発電所の事故から 1年以上が経過した 2012年 3月以降の試料をもとに

放射性物質の測定を行った。これにより松川浦を周年あるいは一時的に生息域とする広範な水生

生物種に事故由来の放射性セシウムを確認した。137
Cs 濃度の最大値はすべて 2012 年の検体から

検出された。2012 年時点での松川浦の環境中の 137
Cs 濃度は、水質では、環境省のモニタリング

によると 0.072～0.14Bq/l
1)、国立環境研究所の調査では 0.032～0.090Bq/kg

2)が観測されている。底

質の放射性セシウム濃度は含泥率と相関し、検体採取地点により差違は大きいが、相馬支場の調

査によると、松川浦内全 19 定点において最大値（137
Cs、134

Cs 合計値）で 500Bq/kg-dry 未満が 7

定点、500～2,500Bq/kg-dry未満が 7定点、2,500～5,000 Bq/kg-dry未満が 4定点、5,000 Bq/kg-dry

以上が 1定点であった 3)。これらの環境中の放射性セシウム濃度は経時的にいずれも低下し、2014

年には水質は 137
Cs濃度で 0.014～0.036 Bq/l

1)、底質は最大値（137
Cs、134

Cs合計値）で 500Bq/kg-dry

図３ 分類群毎の 137
Cs濃度の経時的変化 

図２ 分類群毎の 137
Cs濃度（2012～2015年採集） 
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未満が 10定点、500～2,500Bq/kg-dry未満が 8定点、2,500～5,000 Bq/kg-dry未満が 1定点、5,000 

Bq/kg-dry以上の定点は見られなくなった 4)。水生生物の放射性セシウムの低下傾向は、水質及び

底質中の放射性セシウムの低下と同調しているものと考えられ、2014年時点において測定した全

ての生物種で 137
Cs濃度が 10Bq/kg未満となっていた。この傾向は、環境中の放射性セシウムの低

下が継続する限り、今後も続くと予想される。ただし、魚類のうちハゼ科魚類を主とする松川浦

内で周年生活をする魚種は、初期の低下から横ばいの傾向となっており、本報告で比較した生物

分類群では直近において最も高い濃度の分類群となっている。例えばマハゼは、調査の始期から

直近の 2015年まで 137
Cs濃度 2.49～9.58Bq/kg の範囲で、全ての検体から放射性セシウムが検出さ

れている。松川浦のマハゼは主に 2 年級群で構成されており 5)、事故直後の影響を受けた世代か

ら更新し続けていることから、放射性セシウム濃度は現在の環境要因に依存した平衡状態に近い

ものと考えられる。マハゼの放射性セシウム濃度を説明するには主要な餌生物である多毛類の放

射性セシウム濃度との関係について検討が必要となる。松川浦内の多毛類試料の採集とともに、

今後、多毛類やマハゼ等について松川浦内で実施するケージ試験等により放射性物質の移行の速

度や程度を把握することで、物理環境および食物網を介した放射性物質の濃縮過程やその汚染の

程度を明らかにすることができると考えられる。 
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要 約 

 

1. 2012～2015 年に松川浦で採集された水生生物について放射性セシウム濃度の測定結果を整理

した。 

2. 魚類、甲殻類、貝類等の生物種から事故由来の放射性セシウムが検出された。 

3. 生物分類群ごとに放射性セシウム濃度を整理し、経時的な変化を把握した。魚類、甲殻類、

貝類とも放射性セシウム濃度は低下傾向にあった。 

4. 水生生物の放射性セシウム濃度の経時的な低下の傾向は、環境中の放射性セシウム濃度の低

下と同調しているものと考えられた。 
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